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～古峯（ふるみね）神社まつり～　大宮親交会 
　５月１３日、大宮親交会による古峯神社まつりが行われました。
手際よく清掃や下刈り作業を分担して進めた後は、地域を見守る
神社に、地域の安全をお祈りしていました。 
　防火などの願いをこめて、栃木県鹿沼市古峯ヶ原の「古峯神社」
から分神したもので、今も大切に守られています。 

おらほの 
む ら 
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5/4

マ
タ
ギ
文
化
に

酔
い
し
れ
る　
 

小
玉
川
熊
ま
つ
り

　小玉川地区の伝統行事「熊まつり」が、５月４日、
国民宿舎飯豊梅花皮荘前広場で開かれました。
　今年で２９回目を迎えたこのまつりには県内外から約
３,０００人が来場し、熊狩りの模擬実演、湯立ての儀など
の神事を堪能。また会場内では勢子に扮しての大声大
会が行われ、「ホーリャー、ホーリャー」という掛け
声が残雪の山あいに響き渡りました。
　訪れたかたがたは伝統あるマタギ文化にふれながら、
白い森の国で、春の一日を過ごしました。

　足水中里わらび園を皮切りに、町内１１カ所す
べての観光わらび園が２７日までに開園しました。
毎年通うファンも多く、駐車場にずらりと並ぶ
県外ナンバーの車に、その人気ぶりをみること
ができます。５月２３日、長岡市から樽口わらび
園を訪れていたご夫婦は「いろいろな調理方法
も教わって帰りたい」と、食卓に上がる春の味
覚に期待をふくらませていました。

5/13～
山の恵みを楽しもう
観光わらび園が開園

　お花見イベント「お花見で☆おも白い森」
が、４月２８日、総合センター脇の町民広場
で行われました。これは、町をもっと面白
くしたい、活性化したいと願う若者グルー
プ「おも白い森」（本間義人代表）が企画
したもので、今年で３回目を迎えました。
　当日は約３００人が参加し、ダンスやバンド
演奏のほか、初めての企画となる「魅惑の
キャンドルタイム」やリップマークの美し
さを競い合う「桜のリップコンテスト」も
企画開催されました。

4/28
待ちわびていた春を満喫
お花見で☆おも白い森
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　町内の国道、県道、主要町道の一斉清掃
が、４月２８日、町内各地で実施されました。
これは、町衛生組合連合会と町が町民に呼
びかけて、美しい環境を守るためにゴミや
空き缶拾いなどの清掃作業を行うもので、
毎年実施されています。
　当日は、早朝より各地区に多くのかたが
集まり、道路わきに捨てられた空き缶など
を一生懸命拾っていました。また、当日は、
地域に貢献する人づくりを進める小中高一
貫教育の取り組みとして、多くの児童生徒
が保護者のみなさんと一緒に参加し、清掃
奉仕に汗していました。

きれいな道路で気持ちよく
春の道路一斉清掃

4/28

　今年で１８回目を迎えた「おぐに石楠花
まつり」が、５月１日から６日まで、ふ
れあいの家を会場に開催されました。小
国に本格的な春の到来を告げる恒例行事
として親しまれてきていますが、会場に
は、町の愛好者が丹精込めて育てた約３００
鉢の石楠花が鮮やかに飾られ、場内では
イワナや山菜なども販売されました。か
れんに咲いた石楠花は訪れた５,３００人の
観光客を魅了しました。

5/1～6
5,300人が訪れる
第18回石楠花まつり

　

こ
の
た
び
小
国
警
察
署
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
小

野
信
彦
で
す
。
小
国
町
で
勤
務
す
る
の
は
二
度

目
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に
し
て

き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
県
内
の
犯
罪
や
交
通
死
亡
事
故
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
ヤ
ミ
金
融
事
犯
や
高
齢
者
を

狙
っ
た
詐
欺
事
件
な
ど
、
犯
罪
は
複
雑
化
、
広

域
化
、
凶
悪
化
が
著
し
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た

高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
い
う
意
識
を

捨
て
、
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
、
犯
罪
の
予
防

と
交
通
事
故
防
止
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、少
年
犯
罪
は
全
国
的
に「
非
行
」と「
被

害
」
の
両
面
で
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
小
国
地

区
少
年
補
導
員
連
絡
会
で
は
、
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
展
開
し
、
非

行
防
止
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
声
を
掛
け
合
っ

て
防
犯
意
識
を
高
め
、
力
を
合
わ
せ
て
、
よ
り

安
全
で
安
心
な
小
国
町
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

よ
ろ
し
くお
願
い
し
ま
す

� �������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������

小野 信彦 さん
小国警察署署長

よ
ろ
し
くお
願
い
し
ま
す
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い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
で
は
、
本
年
度

か
ら
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
と
い
う
新
し
い
制
度
に
よ
っ

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
農
地
や

水
を
守
る
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
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農家数の推移（総農家数） 
１,８００ 

１,６００ 

１,４００ 

１,２００ 

１,０００ 

８００ 

６００ 

４００ 

２００ 
Ｓ４５ Ｓ４０ Ｓ５０ Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７ 

出典：農林業センサス 

１,４７６ 
１,５６５ 

１,３０１ 
１,２２０ 

１,０８７ 

９４９ ７６８ 
６８０ 

５８４ 

（戸） 

地
域
の
ま
と
ま
り
を
支
援

　

全
国
的
に
高
齢
化
、
過
疎
化
が

進
み
、
農
業
を
担
う
人
材
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
農
地
や
農
業
用
水
な
ど
を
守

る
た
め
の
集
落
内
の
ま
と
ま
り
も

弱
ま
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ま
で
農

業
を
基
盤
と
し
て
き
た
集
落
と
し

て
の
機
能
が
、
次
第
に
低
下
し
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
、

自
然
環
境
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
に
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
農
家

が
個
別
に
行
っ
て
い
た
化
学
肥
料

の
低
減
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
生
産
に
つ
い
て
も
、
地
域
ぐ

る
み
の
一
層
大
き
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
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の
人
手
が
不
足
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
基
盤
と
な
る
農
道
や
水

路
な
ど
は
、
実
は
食
料
生
産
以
外

の
面
で
も
、
私
た
ち
の
生
活
に
多

く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
農
村
の
暮
ら
し

の
中
で
、
小
さ
な
頃
か
ら
田
ん
ぼ

で
昆
虫
を
捕
ま
え
、
豊
穣
を
祈
る

伝
統
行
事
を
行
う
な
ど
、
生
き
物

の
尊
さ
や
自
然
の
大
切
さ
、
地
域

社
会
の
つ
な
が
り
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
農
地
や
水
路
が
果
た
し
て

き
た
役
割
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
て
き
た
集
落
の
景
観
、

地
域
の
伝
統
・
文
化
、
気
軽
に
自

然
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

や
そ
れ
に
よ
る
心
の
癒
し
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
き
ま

し
た
。

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
で
は
、
そ
の
よ
う
な
農
業
の
基

盤
を
、
地
域
の
資
源
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。そ
の「
資

源
」
が
果
し
て
き
た
大
地
や
河
川

を
荒
廃
な
ど
か
ら
守
る
役
割
や
、

災
害
を
防
ぐ
役
割
、
多
様
な
生
き

物
た
ち
を
育
ん
で
、
水
や
空
気
を

浄
化
す
る
役
割
な
ど
、
そ
の
多
様

な
機
能
を
維
持
・
保
全
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

農
地
や
水
を
守
る活

動
と
は

　

支
援
対
象
と
な
る
活
動
に
つ
い

て
は
、
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は「
共
同
活
動
」

型
、
も
う
一
つ
は
「
共
同
活
動
と

営
農
活
動
」
型
で
す
。

　
「
共
同
活
動
」と
は
農
地
や
水
路

な
ど
を
共
同
で
守
る
活
動
の
こ
と

で
、
草
刈
り
や
泥
上
げ
、
環
境
美

化
活
動
な
ど
を
指
し
ま
す
。

　
「
営
農
活
動
」
と
は
、
特
に
ま
と

ま
り
を
も
っ
て
環
境
に
優
し
い
農

業
を
進
め
る
こ
と
で
、
減
農
薬
栽

培
な
ど
を
指
し
ま
す
。

　

取
り
組
む
場
合
に
は
、
農
家
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
や
自
治

会
な
ど
を
含
め
た
活
動
組
織
を
作

る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
組
織
が

主
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
共
同
活
動
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
地
方
裁
量
を
活

用
し
、
水
田
の
場
合
十
ア
ー
ル
当

た
り
二
千
二
百
円
（
国
二
分
の
一
、

県
と
町
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
支
出
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
本
年
度
、
町

で
は
五
つ
の
活
動
組
織
が
設
立
さ

豊かな心を育む土とのふれあい

減
少
す
る
農
家
と

耕
作
放
棄
地
へ
の
対
応

　

平
成
十
七
年
の
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
よ
る
と
小
国
町
の
農
家
数
は

五
百
八
十
四
戸
。
昭
和
四
十
年
に

千
五
百
六
十
五
戸
で
あ
っ
た
農
家

数
は
、
平
成
二
年
に
は
九
百
四
十

九
戸
に
減
り
、
平
成
十
七
年
に
は

約
半
分
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
米

価
の
下
落
や
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
な
ど
の
現
象
が
顕
著
な
た
め
、

小
規
模
な
農
家
が
農
業
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
は
、
厳
し
い
状
況
と

言
え
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
を
み
て
み
る
と
、

平
成
十
七
年
に
は
全
体
で
三
千
百

三
十
三
ア
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
田
が
二
千
五
百
三
十

七
ア
ー
ル
、
畑
が
五
百
九
十
六

ア
ー
ル
で
、
農
家
一
戸
あ
た
り
の

耕
作
放
棄
面
積
は
二
十
八
・
七

ア
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
七

年
よ
り
二
十
％
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
優
良
農
用
地
の
利
用

集
積
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
水

稲
の
大
規
模
経
営
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
山
菜
、
野
菜
、
花
卉
、
菌

茸
な
ど
の
特
産
作
物
や
施
設
型
の

園
芸
作
物
を
導
入
し
、
周
年
の
農

業
経
営
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
家

も
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
平
成
十

八
年
度
現
在
、
町
の
認
定
農
業
者

総
数
は
三
十
一
人
で
す
が
、
既
に

農
用
地
面
積
の
四
割
を
集
積
し
て

お
り
、
一
戸
当
た
り
の
平
均
経
営

面
積
は
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
て

い
ま
す
。

農
業
だ
け
で
は
な
い

農
地
や
水
路
の
役
割

　

農
地
や
農
業
用
水
、
た
め
池
な

ど
は
、
こ
れ
ま
で
農
家
の
か
た
が

た
が
主
体
と
な
っ
て
整
備
・
維
持

し
、
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
農
業
そ
の
も
の
と
同
様
に
、

農
家
数
の
減
少
や
担
い
手
不
足
な

ど
に
よ
っ
て
、
維
持
・
保
全
作
業
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6

日
、
地
区
全
て
の
世
帯
が
加
入
し

て
、
活
動
の
母
体
組
織
と
な
る
田

沢
頭
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
を
設
立
し

ま
し
た
。
環
境
に
配
慮
し
た
農
業

の
実
践
と
、
住
民
が
共
同
で
保
全

作
業
を
行
う
活
動
の
二
本
立
て
で

認
定
さ
れ
た
町
唯
一
の
組
織
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
、

代
表
の
岩
沢
敏
喜
さ
ん（
田
沢
頭
）

は
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
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�
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�
�


�
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�
�


�

�
�
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�
	


�
�


�

�
�
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�
�
	


�
�


�

�
�
�
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�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
土
づ

く
り
を
基
本
と
し
て
、化
学
肥
料
・

化
学
合
成
農
薬
を
減
ら
す
技
術
の

導
入
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

熱心な議論によって組織の活動内容を決めます

有機肥料による良好な土づくり

れ
ま
し
た
。
小
国
町
で
実
践
五
団

体
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 
【
共
同
活
動
と
営
農
活
動
】

�
田
沢
頭
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト

（
田
沢
頭
）

【
共
同
活
動
】

�
中
田
・
玉
中
地
域
保
全
協
議
会

（
中
田
山
崎
と
玉
川
中
里
）

�
長
沢
地
域
保
全
会
（
長
沢
）

�
河
原
角
い
き
い
き
組
合

（
河
原
角
）

�
上
叶
水
地
域
保
全
会
み
ど
り
の

会
（
上
叶
水
）

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
今
後
、
農

地
を
持
っ
て
い
な
い
か
た
も
、
お

年
寄
り
も
子
ど
も
も
、
そ
れ
ぞ
れ

役
割
分
担
し
な
が
ら
、
能
力
と
時

間
を
持
ち
寄
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み

で
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

五
年
間
の
全
体
計
画
に
基
づ
い
て
、

毎
年
、
作
業
計
画
を
立
案
・
実
践
し

な
が
ら
内
容
と
成
果
を
向
上
さ
せ

て
い
く
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

田
沢
頭
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
の

取
り
組
み

　

田
沢
頭
地
区
で
は
、
三
月
十
一
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県
に
認
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。
営

農
活
動
を
行
う
場
合
、エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
が
一
つ
条
件
と
な
っ

て
お
り
、
支
援
内
容
は
、
面
積
や

内
容
に
よ
っ
て
個
別
に
決
定
さ
れ

ま
す
。

　

町
全
体
で
は
、
こ
れ
ま
で
五
人

の
か
た
が
認
定
を
受
け
て
お
り
、

本
年
度
は
三
月
二
十
六
日
付
け
で
、

次
の
八
人
の
か
た
が
新
た
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
伊
藤　

一
二
さ
ん
（
田
沢
頭
）

▼
木
口　

清
一
さ
ん
（
田
沢
頭
）

▼
伊
藤
孝
太
郎
さ
ん
（
田
沢
頭
）

▼
伊
藤　

暢
康
さ
ん
（
田
沢
頭
）

▼
伊
藤
実
千
昌
さ
ん
（
田
沢
頭
）

▼
山
口　

俊
一
さ
ん
（
田
沢
頭
）

▼
�
橋　

潤
一
さ
ん
（
叶
水
）

▼
井
上　

市
郎
さ
ん
（
岩
井
沢
）

中
田
・
玉
中
地
域

保
全
協
議
会
の
取
り
組
み

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
は
、
一
定
の
地
域
の
ま
と
ま
り

で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
河
川
流
域
や
地
理
的
状
況

に
よ
る
圏
域
単
位
で
も
認
定
さ
れ

ま
す
。

　

中
田
・
玉
中
地
域
保
全
協
議
会

は
、
二
つ
の
集
落
が
合
同
で
取
り

組
む
組
織
で
す
。取
り
組
み
の
き
っ

か
け
と
活
動
に
つ
い
て
協
議
会
会

長
の
佐
藤
好
さ
ん
（
中
田
山
崎
）

は
、

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
求
め
ら
れ
る農

村
の
姿

　

農
業
を
通
し
た
「
つ
な
が
り
」

は
、
以
前
か
ら
農
繁
期
に
手
伝
い

を
し
て
い
た
「
結
」
な
ど
に
代
表

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
「
つ
な
が

り
」
は
、
農
家
以
外
で
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
を
含
め
た
家
族
・
親
族
、

集
落
の
住
民
同
士
で
協
力
し
合
う

姿
で
し
た
。

　

も
と
も
と
あ
っ
た
は
ず
の
「
つ

な
が
り
」
を
、
国
や
県
、
町
で
、

応
援
す
る
た
め
の
制
度
が
、
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
で
す
。

地
域
の
伝
統
行
事
や
風
習
、
季
節

ご
と
に
も
た
ら
さ
れ
る
自
然
の
恵

み
も
、
長
い
年
月
を
経
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
集
落
が
醸
成
し
て
き
た
貴

重
な
地
域
の
宝
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
五
つ
の
組
織
を

モ
デ
ル
と
し
て
応
援
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
町
全
体
の
農
業
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

新たな取り組みへの期待を語る佐藤好さん

田沢頭地区のエコファーマー認定書授与式
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五
月
一
日
、
平
成
十
九
年
第
二

回
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
二
日
に
執
行
さ
れ
た

小
国
町
議
会
議
員
選
挙
後
初
め
て

と
な
る
議
会
で
、
議
長
、
副
議
長

の
選
挙
や
、
各
常
任
委
員
、
選
挙

管
理
委
員
な
ど
の
選
任
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
税
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
三
議
案
が
審

議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
度
の
議
会
で
決

ま
っ
た
各
委
員
会
な
ど
の
構
成
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

◎
齋
藤　

英
洋　

○
今　
　

正
徳

小
林　
　

嘉　
　

高
野　

健
人

伊
藤　

重
広　
　

米
野　

貞
雄

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

◎
安
部　

春
美　

○
飯
澤　

テ
ツ

遠
藤　

和
彦　
　

佐
藤　

祐
一

本
間　

義
信　
　

金　

熊
太
郎

�
�
�
�
�
�
�
�
�

◎
今　
　

正
徳　

○
佐
藤　

祐
一

飯
澤　

テ
ツ　
　

安
部　

春
美

齋
藤　

英
洋　
　

伊
藤　

重
広

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

◎
飯
澤　

テ
ツ　

○
小
林　
　

嘉

遠
藤　

和
彦　
　

伊
藤　

重
広

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

齋
藤　

英
洋　
　

今　
　

正
徳

　

金　

熊
太
郎

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

遠
藤　

和
彦　
　

本
間　

義
信

　

米
野　

貞
雄

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

遠
藤　

和
彦　
　

飯
澤　

テ
ツ

安
部　

春
美　
　

佐
藤　

祐
一

本
間　

義
信　
　

金　

熊
太
郎

■
選
挙
管
理
委
員

　

遠
藤　
　

公
（
栄
町
・
新
任
）

　

原
田
憲
一
郎
（
越
中
里
・
新
任
）

　

川
崎　

博
道
（
大
石
沢
・
新
任
）

　

岩
沢　

ち
か
（
田
沢
頭
・
新
任
）

■
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

益
田　

則
雄
（
幸
町
・
新
任
）

　

新
野　

節
子
（
伊
佐
領
・
新
任
）

　

渡
部　

敏
明
（
叶
水
・
新
任
）

　

本
間　

信
義
（
小
玉
川
・
新
任
）

�

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�

�
�
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�
�
	


�
�


�

議　長に  金 熊太郎 氏
副議長に  伊藤 重広 氏

就
任
の
あ
い
さ
つ

金　

熊
太
郎

小
国
町
議
会
議
長

臨 時 議 会



9

広報おぐに　2007.6

※
こ
の
選
出
結
果
を
受
け
て
、
五

月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙

管
理
委
員
会
で
、
遠
藤
公
氏
が

選
挙
管
理
委
員
長
に
互
選
さ
れ

ま
し
た
。

■
監
査
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
議
会
選
出
の

監
査
委
員
に
、
高
野
健
人
氏
（
北
・

　

歳
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

５８�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

健
康
保
険
法
施
行
令
な
ど
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

施
設
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。
改
正
の
内
容
は
、

七
十
歳
未
満
の
被
保
険
者
の
高
額

療
養
費
の
窓
口
負
担
が
、
月
単
位

で
一
定
の
限
度
額
に
と
ど
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
入
院
患
者
の
診
療

徴
収
に
つ
い
て
月
三
回
で
あ
っ
た

も
の
を
、
月
末
一
回
に
改
め
る
も

の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

　

こ
の
度
の
改
正
で
は
、
近
年
の

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え

て
、
上
場
株
式
等
の
配
当
お
よ
び

譲
渡
所
得
等
に
対
す
る
税
率
の
特

例
措
置
に
お
け
る
適
用
期
限
を
延

長
し
ま
し
た
。
ま
た
高
齢
者
等
居

住
改
修
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置
を
創
設
し
た
ほ
か
、

町
た
ば
こ
税
の
特
例
税
率
を
廃
止

し
て
地
方
税
法
の
本
則
税
率
と
し

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
併
せ
、

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
税
の
基
礎
課
税
限
度
額
が
、

十
年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
現
行
の
「
五
十
三
万
円
」

か
ら
「
五
十
六
万
円
」
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
小
国
町
助
役
の
佐
藤
治
平
さ

ん
（
小
国
小
坂
町
）
が
、
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一
年

七
月
か
ら
昭
和
五
十
年
六
月
ま
で

の
二
期
八
年
の
間
は
小
国
町
収
入

役
と
し
て
、
ま
た
昭
和
五
十
年
六

月
か
ら
昭
和
六
十
二
年
六
月
ま
で

の
三
期
十
二
年
の
間
は
小
国
町
助

役
と
し
て
、
あ
わ
せ
て
二
十
年
に

わ
た
っ
て
行
政
の
指
導
者
を
務
め

ら
れ
、
卓
越
し
た
見
識
と
行
動
力

で
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
春
の
叙
勲
で
、
元

消
防
団
分
団
長
の
井
上
昭
八
さ
ん

（
沼
沢
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
七
年

四
月
か
ら
平
成
六
年
三
月
ま
で
の

四
十
二
年
に
わ
た
り
、
町
消
防
団

員
と
し
て
火
災
予
防
や
火
災
現
場

で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
状
況
に
応
じ
て
消
防
水
利
の

確
保
や
、
防
災
無
線
に
よ
る
連
絡

体
制
を
確
立
す
る
な
ど
消
防
体
制

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。

佐
藤
治
平
さ
ん

瑞
宝
双
光
章
受
章

井
上
昭
八
さ
ん

瑞
宝
単
光
章
受
章
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高
校
を
存
続
さ
せ
る
た
め

　

五
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
設
立

総
会
に
は
、
会
員
や
関
係
者
な
ど

約
八
十
人
が
出
席
し
、
規
約
や
、

今
後
の
事
業
計
画
な
ど
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
同
盟
会
は
、
町
議
会

議
員
、
同
校
同
窓
会
、
後
援
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
起
人
と
な
っ
て
設
立

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
町
内
企
業
な

ど
六
十
九
団
体
が
加
盟
し
て
い
ま

す
。
設
立
総
会
で
は
元
小
国
高
校

校
長
の
河
内
昭
佐
氏
が
講
演
し
、

「
体
験
を
通
し
た
短
期
留
学
や
大

学
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
小
国

高
校
の
特
色
や
魅
力
が
高
ま
っ
て

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
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�
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�
�
�
�
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�
	


�
�


�
�

き
て
い
る
。
地
域
に
根
ざ
し
た
学

校
づ
く
り
が
大
切
」
と
、
地
域
特

性
か
ら
み
た
高
校
の
重
要
性
と
、

地
域
に
果
た
し
て
き
た
役
割
な
ど

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
へ
の
決
意

　

ま
た
、
五
月
二
十
七
日
に
は
約

五
百
人
が
参
加
し
、
町
民
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
大
学
大
学

院
の
坂
田
壽
衛
教
授
は
基
調
講
演

で
、
年
代
と
男
女
性
差
に
よ
る
教

育
方
法
の
違
い
に
つ
い
て
講
話
さ

れ
、「
中
年
層
の
確
保
が
人
口
減
少

対
策
で
は
最
も
重
要
。
住
民
の
連

携
に
よ
っ
て
、
残
り
た
い
と
思
う

地
域
を
創
造
し
よ
う
」
と
解
か
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
会
で
は
、
小
国
高

校
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

活
動
が
改
め
て
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

町
民
に
よ
る
意
見
発
表
で
は
、
昨

年
度
卒
業
生
の
船
山
博
道
さ
ん
と

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
高
橋
義

彦
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
に

基
づ
い
た
存
続
へ
の
思
い
と
高
校

の
重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
沖
庭
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
伊
藤
弘
行
さ
ん
が
町
民
代
表

と
し
て
「
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
こ
う
」
と
存
続
へ
の

決
意
表
明
を
行
い
、
地
域
の
高
校

を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
こ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

県
教
育
委
員
会
の
再
編
整
備
計

画
で
は
、
二
〇
〇
五
年
度
以
降
の

十
年
間
で
入
学
者
数
が
定
員
の
三

分
の
二
に
満
た
な
い
年
度
が
二
回

あ
っ
た
場
合
、
学
校
規
模
を
縮
小

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

町民大会を開催

地地
域域
��
高高
校校
��
��
��
��
��
��

小国高等学校存続期成同盟会
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去
る
五
月
二
十
七
日
、「
県
立
小

国
高
等
学
校
存
続
期
成
同
盟
会
」が

主
催
す
る
町
民
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
多
く

の
皆
様
方
に
は
、
常
日
頃
、
小
国
高

校
の
魅
力
づ
く
り
や
高
校
存
続
に

向
け
た
取
組
み
に
多
大
な
ご
支
援

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、あ
ら

た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

小
国
高
校
は
、昭
和
二
十
三
年
の

創
立
以
来
多
く
の
有
為
な
人
材
を

輩
出
さ
れ
、卒
業
さ
れ
た
方
々
に
は
、

本
町
の
政
治
、
経
済
、
産
業
、
文
化

な
ど
、各
分
野
に
わ
た
っ
て
ご
活
躍

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、小
中
高

一
貫
教
育
推
進
の
中
核
的
な
役
割

を
担
う
歴
史
と
伝
統
あ
る
極
め
て

重
要
な
高
校
で
あ
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、町
づ
く

り
の
基
礎
で
あ
る「
心
豊
か
で
創
造

性
に
富
ん
だ
人
づ
く
り
」を
進
め
る

た
め
の
核
と
な
る
小
国
高
校
の
存

続
に
向
け
て
、様
々
な
角
度
か
ら
支

援
を
行
い
な
が
ら
、引
き
続
き
県
当

局
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
長
室
かか
らら

　商工会女性部とボランティアサークル
さくらによる花植えが、５月１４日、町民
体育館と総合センターの花壇で行われま
した。朝９時から、約３０人が参加して行
われた作業では、マリーゴールドやベゴ
ニアなど３種２,２００鉢が手際よく植えら
れ、花壇がきれいに彩られました。
　このボランティアによる花植えは、昨
年に続いての取り組みです。

　５月１６日、東北電力長井営業所（吉野
進所長）から３２ワット蛍光灯の街路灯６
基が、町に寄贈されました。東北電力が
取り組んでいる地域活動の一環として毎
年行われているもので、明るく住みよい
町づくりのために役立ててほしいとの願
いが込められています。
　町では、地域の事情を考慮しながら、
防犯灯として利用する予定です。

すくすく育って　きれいに咲いて

町民体育館などへ花植え

明るく安全な町づくりに

東北電力�街路灯寄贈

〜
小
中
高
一
貫
教
育
〜 

小
学
校
教
員
英
語
研
修
会

　

五
月
二
十
四
日
、
小
学
校
教
員

を
対
象
と
し
た
英
語
研
修
会
が
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内

の
小
学
校
教
員
約
四
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
が
進
め
る

小
中
高
一
貫
教
育
で
力
を
入
れ
て

い
る
英
語
や
国
際
理
解
教
育
に
つ

い
て
、
現
場
指
導
者
と
な
る
教
員

の
英
語
力
を
一
層
高
め
る
た
め
、

小
国
町
小
中
高
一
貫
教
育
推
進
協

議
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

い
つ
も
は
教
壇
に
立
つ
先
生
た

ち
も
こ
の
日
ば
か
り
は
生
徒
に

な
っ
て
、
英
和
辞
典
を
片
手
に
、

英
会
話
の
研
修
を
受
け
て
い
ま
し

た
。



12

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

催

し

催

し
相相 談談

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

募

集

募

集

年金相談

■日　時　６月２０日�
　受　付　９：３０～１４：３０
　相　談　１０：４５～
■場　所　役場町民相談室
■問合先　町民課へ

小
国
町
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

■
日　

時　

６
月　

日
�

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

町
内
に
住
む
か
た
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

■
内　

容　

講
演
会
及
び
意
見
交
換
会

・
講
演「
ス
ポ
ー
ツ
で
結
ぶ
地
域
の
和
」

　

講
師　

マ
イ
マ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

�
橋
由
和
氏

・
第
一
意
見
交
換
会
テ
ー
マ　

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」

（
発
表
者　

�
橋
由
和
氏
）

・
第
二
意
見
交
換
会
テ
ー
マ

「
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
」

（
発
表
者　

高
畠
町
ス
ポ
少
本
部
事
務

局
長　

中
川
広
幸
氏
）

■
申
込
期
限　

６
月　

日
�

２０

■
申
込
・
問
合
先　

町
民
体
育
館
へ

第　

回
住
宅
デ
ー

３０

■
日　

時　

６
月　

日
�

２５

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時　

分
３０

■
会　

場　

次
の
７
会
場
で
包
丁
と
ぎ

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
役
場
東
側
通
路

・
ア
ス
モ
西
口

・
小
国
町
建
築
組
合
事
務
所
前

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
エ
コ
ー
前

・
沼
沢
公
民
館
前

・
舟
渡
公
民
館
前

・
水
源
の
郷
交
流
館
前

（
ア
ス
モ
西
口
で
は
住
宅
相
談
も
開

催
さ
れ
ま
す
）

■
問
合
先　

小
国
町
建
築
組
合
（
�　
６２

―
５
８
５
８
）
へ

横
川
ダ
ム
と
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

■
日　

時　

６
月　

日
�

２９

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
講　

師　

県
立
長
井
高
等
学
校
校
長

　
　
　
　
　

渋
谷
敏
己
氏

■
演　

題　
「
越
後
街
道
が
沿
線
に
も

た
ら
し
た
も
の
」

■
そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
。

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

白
い
森
仙
人
講
座

■
日
時
と
テ
ー
マ

　

６
月　

日
�
「
健
康
」

２６

　

７
月　

日
�
「
交
通
安
全
・
防
犯
」

２４

　

９
月　

日
�
「
生
き
が
い
」

２７

　
　

月　

日
�
「
心
の
持
ち
方
」

１０

２３

　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜　

時
ま
で

１０

１２

■
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
が
、
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す

■
内　

容　

各
回
の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ

た
講
話
と
実
技

■
申
込
期
限　

６
月　

日
�

１５

■
申
込
・
連
絡
先　

社
会
福
祉
協
議
会

（
�　

―
２
８
２
５
）
へ

６２
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

■
募
集
期
間　

６
月
１
日
�
〜　

日
�

２２

■
募
集
人
員　

５
人

■
募
集
対
象　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

１８

６５

か
た
で
、
泳
ぐ
こ
と
の
で
き
る
か
た

■
勤

務

地　

町
民
プ
ー
ル

■
勤
務
期
間　

７
月
７
日
〜
８
月　

日
２６

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時　

分
１５

■
勤
務
内
容　

監
視
業
務
、
受
付
業
務
、

清
掃
管
理
業
務

■
申
込
方
法　

履
歴
書
を
教
育
委
員
会

事
務
局
（
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務

局
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
営
小
国
ア
パ
ー
ト

　

１
号
棟　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

　

２
号
棟　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

■
募
集
期
間　

６
月
４
日
�
〜
８
日
�

■
対　

象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
住

居
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、
平
成　
１８

年
度
の
所
得
が
月
額　

万
円
以
下
の

２０

か
た
な
ど

■
入
居
時
期　

７
月
中
旬

■
家　

賃　

所
得
に
応
じ
て
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
（
�
０
２
３
８
―　

―
２
３
３

２４

２
）
へ

地
域
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
せ
ん
か

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と
生

活
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
地
域
・
事

業
所
・
団
体
な
ど
で
日
常
の
健
康
管
理

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
テ
ー

マ
に
応
じ
た
講
師
を
無
料
で
派
遣
し
ま
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー今月の町長と語る日は６月２７日�です。
お気軽においでください。

ご
案
内

ご
案
内

　児童手当を振込みます　

　６月８日�に６月期（平成
１９年２～５月分）の児童手当
を振込みます。振込通知書は
郵送しませんので、該当する
かたは確認をしてください。
　児童手当は申請に基づき、
申請の翌月から支給されます。
申請がまだのかたは早めに手
続きを行ってください。転入
された場合などは、再度確認
をお願いします。
■対　象　平成７年４月２日
以降に生まれた子どもがい
る保護者（所得制限あり）

児童手当現況届を忘れずに

　児童手当を受給されている
かたは、現況届を提出する必
要があります。受給されてい
る方には、６月初旬に現況届
を送付しますので、期限まで
に提出してください。未提出
の場合は６月以降の支給が受
けられません。
　１月１日現在、小国町に住
所がなかったかたは、平成１９
年度（１８年分）児童手当用所
得証明書が必要になります。
現在、児童手当を受けていな
いかたで、支給要件に該当す
るかたは、申請が必要です。
■提出期限　６月２９日�
■問 合 先　健康福祉課へ

す
。

■
日　

時　

年
間
を
通
じ
て
開
催
し
ま

す
。
希
望
の
日
時
を
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
対　

象　

各
地
区
、事
業
所
、団
体
等

■
内　

容　

講
話
、
健
康
相
談
な
ど

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

き
の
こ
栽
培
技
術
講
習
会

■
日　

時　

６
月　

日
�
〜　

日
�

２１

２２

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　
　

〜　

歳
ま
で
の
か
た

５７

６５

■
定　

員　
　

人
（
申
込
多
数
の
場
合

２０

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
受
講
料　

無
料
（
ほ
だ
木
５
本
を
さ

し
あ
げ
ま
す
）

■
申
込
期
限　

６
月　

日
�

１５

■
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

〒
９
９
９
―
１
３
５
２

　

小
国
町
大
字
岩
井
沢
６
０
４
―
２

　

小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
局
（
�　

―
０
０
３
０
）
へ

６１

裁
判
所
事
務
官
募
集

■
募
集
職
種　

裁
判
所
事
務
官
�
種

■
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
か

６１

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
か
た
で
、
高
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
か
た

■
受
付
期
間　

７
月　

日
�
〜　

日
�

１７

２５

■
一
次
試
験　

９
月　

日
�

１６

■
問
合
先　

山
形
地
方
裁
判
所
（
�
０

２
３
―
６
２
３
―
９
５
１
１
）
へ

山
形
県
警
察
官
募
集

《
試
験
区
分
と
募
集
人
員
》

　

▼
警
察
官
Ａ
（
男
性
）
約　

名
５５

　

▼
警
察
官
Ａ
（
女
性
）
若
干
名

　

▼
警
察
官
Ａ
（
武
道
指
導
・
柔
道
・

剣
道
）
若
干
名

■
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
か

４７

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
か
た
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
を
卒
業
し
た
か
た
又
は
、
平
成

　

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か

２０た
（
武
道
指
導
に
つ
い
て
は
、
男
性

対
象
で
柔
道
又
は
剣
道
の
段
位
３
段

以
上
及
び
競
技
会
出
場
歴
が
必
要
）

■
受
付
期
間　

６
月
１
日
�
〜　

日
�

２５

■
一
次
試
験　

７
月
８
日
�

　

た
だ
し
武
術
指
導
の
み
７
月
９
日
�

も
試
験
日
と
な
り
ま
す
。

■
二
次
試
験　

７
月　

日
�
及
び
８
月

２９

上
旬

《
試
験
区
分
と
募
集
人
員
》

　

▼
警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
約　

名
２５

　

▼
警
察
官
Ｂ
（
女
性
）
若
干
名

■
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
か

４７

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
か
た
で
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資

格
に
該
当
し
な
い
か
た

■
受
付
期
間　

８
月
３
日
�
〜　

日
�

２７

■
一
次
試
験　

９
月　

日
�

１６

■
二
次
試
験　
　

月　

日
�
及
び　

月

１０

２１

１１

上
旬

■
問
合
先　

小
国
警
察
署
（
�　

―
０

６２

１
１
０
）
へ

出
前
防
災
セ
ン
タ
ー

　

西
置
賜
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
講
話

や
消
火
器
操
作
訓
練
、
応
急
処
置
の
講

習
な
ど
を
出
前
し
ま
す
。

■
期　

間　

平
成　

年
３
月
末
ま
で

２０

■
対　

象　

公
民
館
単
位
や
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
、
高
齢
者
を
含
む

地
域
の
団
体

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

西
置
賜
防
災
セ
ン

タ
ー
（
�　

―
１
８
３
９
）
へ

８８



14

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◇彼女は嘘をついている 小泉　知樹
◇ダナエ 藤原　伊織
◇捨てる、快適生活 飯田　久恵
◇赤い糸　上・下 メ　イ　　
◇ロンググッドバイ
 レイモンド・チャンドラー著／村上春樹訳
◇段取り力 斉藤　　孝
◇きらめくジャンクフード 野中　　柊
◇公益の種を蒔いた人びと 小松　隆二
◇運命の扉を開く見えない力
 やわやま　まこと
◇ファンタジスタ�～� 本郷　陽二
◇いきものがたり 山本　良一
※他多数入荷しました。

今月の休館日：毎週月曜日

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 

  
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら  

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　

６
月
５
日
、　

日
、　

日

１２

１９

子
育
て
講
座
「
幼
児
期
の
救
急
法
」、

　

日
、
７
月
３
日

２６
■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

６
月
７
日
、　

日　

総
合
セ
ン
タ
ー

２１

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名
８：３０～１７：３０ほか不問看護師・准看護師３人医 療 法 人 社 団 緑 愛 会
８：５０～１７：３０不問薬剤師１人電 興 �

８：３０～１６：４５ほか１８～４５マシンオペレーター７人� 井 上 製 作 所
８：００～１７：００不問鉄筋加工及び組立作業１人舟 山 鉄 筋
９：００～１８：００不問パソコン業務１人

Ｋ－ＰＲＯＤＵＣＴＳ
８：３０～１７：３０不問自動車販売・整備１人
８：００～１７：００１８～５０電気工事２人ハ イ コ ー �

９：００～１８：００ほか１８～３５販売員２０人� コ メ リ
８：００～１７：００不問交通誘導員２人� 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００ほか不問警備員５人� 太 陽 警 備 保 障
８：００～１７：００不問一般事務員１人

大 河 内 産 業 � ８：００～１７：００不問ダンプ・重機運転士３人
８：００～１７：００不問砂利プラント運転士３人
８：００～１７：００不問一般作業員３人� 斉 藤 建 設
８：００～１７：００不問登山道等の巡視とチラシの配布４人置 賜 森 林 管 理 署
９：１０～１６：５０２５～５５営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
８：００～１７：３０ほか１８～４５ホールスタッフ１人� コ ン ズ カ ン パ ニ ー

第 一 ホ ー ル 小 国 店 ８：００～２２：３０間７時間１８～４５ホールスタッフ１人
８：００～１７：００不問土木作業員１人

� 横 川 建 設 ８：００～１７：００２５～４５４ｔユニック運転手１人
８：００～１７：００３５～５０営業３人
８：００～１７：００１８～５５土木作業員２人

山 和 建 設 � ８：００～１７：００３０～５０土木施工管理技士２人
８：００～１７：００３０～５０建築施工管理技士１人
８：００～１７：００２１～４０土木施工管理技士１人遠 藤 建 設 �

８：３０～１７：３０不問電気部品製造５人ひさご電材�小国工場
８：３０～１７：３０２０～３５営業・販売・整備工２人合資会社山佐佐藤農機店
８：４５～１８：００不問調理・販売２人� 蔵 王 ス ト ア ー
８：００～１７：００１８～３５内・外線工事作業員２人猪 野 電 気 工 事 �

８：００～１７：００不問ボーリング洗浄工・作業管理補助作業員５人� 小 国 技 研
８：３０～１７：３０ほか２０～３５医療事務員１人カインドネス�おぐに調剤薬局
７：３０～１７：００不問土木作業員・大型運転手２人� 石 川 組
９：００～１７：００不問事務員１人� ス ペ ー ス ク ラ ブ
９：１５～１７：００２０～５９営業３人アクサ生命保険�長井営業所
８：００～１７：００不問一般作業員・重機オペレーターほか３人安 部 工 業 �

８：３０～１６：４０ほか不問半導体製造５人�ジャパンクリエイトスタッフ山形営業所
８：００～１７：００１８～５５建設作業員１０人� ア ー ネ ス ト
９：００～１８：００不問機械設計２人�シーテック山形営業所
８：３０～１７：００不問生産技術・機械設計２人� ス タ ッ フ サ ー ビ ス
８：３０～１６：４０ほか不問作業工５人�アイコンワールド新潟営業所
９：００～１７：００間５時間不問事務員１人（協）小 国 ポ イ ン ト 会

　左の表は５月１４日現在の新規求人
の内容です。無効になっている場合
もありますので了承ください。この
ほかの求人情報は、ハローワーク長
井（�８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　適正な職業紹介と求人確保を
図るため、平成２０年３月卒業予
定者を採用する事業所を対象に、
求人事業所説明会を開催します。

■日　時　６月１５日�
　　　　　午後２時から
■場　所　タスパークホテル３階
■対　象　事業者のかた
■問合先　長井公共職業安定所
　　　　　（�８４－８６０９）へ

事業主のかたへ

�������	
�

　

６
月　

日
、　

日　

お
ぐ
に
保
育
園

１４

２８

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

６
月
９
日
�
午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

健
康
の
森
の
周
辺
の
森
林

散
策

■
申
込
期
限　

６
月
７
日
�

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
才
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４　行政管理室�６２－２１１２　政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０　国保医療担当�６２－２２６１　税政管理室�６２－２４０３　出納室�６２－２４０６
農村振興室�６２－２４０８　商工観光室・森林セラピー推進室・地域経営室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１　建設技術室�６２－２４３２　議会事務局�６２－２４４８

保健カレンダー 
場　　所対　　象受付時間乳幼児健診月日

健康管理センター
＊持ち物
母子健康手帳、問
診票（３歳児健康
診査）

１５年１１月～１２月、
１６年１月生まれ

１２：３０～１３：００３歳児健康診査７／１３

１９年３月生まれ
１３：００～１３：１５

４カ月児健康診査
７／２７

１８年７月生まれ１歳児健康診査

■問合先　健康福祉課へ

■制度の概要と変更点等
　重度心身障害（児）者医療
次の要件のいずれかに該当するかたの医療費を助成する制度です。（所得制限があります。）
・療育手帳Ａのかた　　　　　　　・国民年金および公的年金各法の障害等級１級受給権者
・身体障害者手帳１・２級のかた　　・精神障害者保健福祉手帳１級のかた　ほか

【変更点】
●所得制限が緩和されます。（所得制限の基準が引き上げられます。）
　［基準額］

●６５歳以上の場合、老人医療を受給している方のみが対象となります。
６５歳以上で老人医療を受給していない方が、引き続き、重度心身障害（児）者医療を利用する
場合、老人医療の申請手続きが必要になります。
●保険薬局でも調剤費の１割を負担していただきます。

　乳幼児医療
●対象者の拡大
就学前の乳幼児の医療費を助成する制度ですが、平成１９年７月から、町単独事業として３歳
未満児の場合の所得制限を撤廃し、３歳未満児にあっては医療費を無料化します。この要件
に該当するかたには申請により「乳幼児医療費受給券」が交付され、いったん支払った医療
費負担額の支給を受けることができるようになります。
母子家庭等医療  …  母子家庭等で所得税非課税のかたなどを対象に医療費を助成する制度です

が、このたびの制度の変更点はありません。
■申請に必要なもの　保険証、印かん、重度心身障害（児）者医療については該当することが確認

できる書類（前年または前々年の所得を証明するものが必要となる場合も
あります。）

■そ　の　他　　　　重度心身障害（児）者医療及び母子家庭等医療については、６月末が有効期
限となっております。現在該当しているかた等には６月中旬に更新通知を
送付します。

■申請・問合先　　　町民課へ

保険薬局での一部負担金重度心身障害（児）者
医療証の種類 平成１９年７月以降平成１９年６月まで

調剤費の一部（ただし、保険薬局
ごとに月１２,０００円を上限とする。）

な　し
「一部負担金有」
「老人一部負担金有」

な　しな　し
「一部負担金無」
「老人一部負担金無」

平成１９年７月以降
→

平成１９年６月まで

市町村民税所得割２３万５千円住民税課税所得１４５万円

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか７月１日からららららららららららららららららららららららららららららら 福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ののののののののののののののののののののののののののののの対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者なななななななななななななななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどががががががががががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままま 福祉医療制度の対象者などが変わりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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人口のうごき

人  口　男 … 4,656人 (＋ 6 )

女 … 4,910人 (－ 9 )

計 … 9,566人 (－ 3 )

世帯数 　　3,274世帯 (＋19)

平成19年4月30日

誕生おめでとうございます。

み ゆ き

五 味 沢 伊　藤　美　幸
幸　生
由美子（

こ う ま

岩 井 沢 見　川　功　真
　明
久美子（

小国小坂町

足 野 水

越 中 里

小国小坂町

小 国 町

幸 町

(95)

(75)

(74)

(91)

(90)

(88)

田　中　ツ　メ

佐　藤　まつ子

小　池　花　子

和　田　静　子

山　田　ト　ク

大　場　こと

おくやみ申し上げます。

　さまざまなサークルやスポーツ少年団など、
団体で活動しているかたがたを紹介していき
ます。今月は、「ミナミ．Ｆ．Ｃ．」。
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平日の夜８時すぎ、続々と練習に集まります

　

す
が
す
が
し
い
風
が
木
々

を
揺
ら
し
て
い
ま
す
が
、朝

晩
は
ま
だ
寒
い
日
も
あ
り
、

体
調
管
理
に
気
が
抜
け
ま

せ
ん
。恥
ず
か
し
な
が
ら
私

は
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
、数
日

間
を
病
床
で
過
ご
し
ま
し
た
。普
段

は
、健
康
で
当
た
り
前
と
思
う
も
の

で
す
が
、病
気
に
な
る
と
そ
の
あ
り

が
た
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、だ
か
ら
と
い
っ
て
日
ご

ろ
の
体
力
づ
く
り
も
ま
た
難
し
い

も
の
。継
続
は
力
な
り
と
言
い
ま
す

が
、そ
の
前
に
継
続
す
る
た
め
の
力

が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
写
真
は
、

渡
辺
英
雄
さ
ん
（
小
国
小
坂
町
）
が

提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
歩
こ
う
会

の
模
様
。歩
く
こ
と
は
健
康
づ
く
り

の
基
本
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。森
林

セ
ラ
ピ
ー
で
は
、ぶ
な
林
散
策
も
目

玉
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、子
ど
も
と
散
歩
す
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。 （
片
桐
）
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